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清画

津想

富川1
総

井△
　口
喜開
重発

　
先
月
号
は
投
稿
を
や
す
ん
だ
。
公

民
舘
報
の
性
質
上
限
ら
れ
た
紙
面
に

単
一
の
記
事
を
長
く
掲
載
す
る
こ
と

も
ど
う
か
と
遠
慮
も
あ
っ
た
が
、
始

め
た
こ
と
に
結
末
を
つ
け
な
く
て
は

気
も
済
ま
す
、
早
く
き
ま
り
を
つ
け

し
か
も
解
り
や
す
く
と
思
い
、
私
の

メ
モ
が
年
表
式
に
な
っ
て
い
る
の
で

こ
れ
を
原
文
の
ま
ま
発
表
し
、
解
り

難
い
点
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
補
足

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

　
段
丘
地
開
拓
か
ら
清
津
川
総
合
開

　
発
に
．
至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

▽
開
拓
提
唱
の
動
機

（
二
月
号
に
掲
載
し
た
の
で
省
略
）

▽
開
発
目
論
見
書
の
作
製

　
開
発
目
論
見
書
に
賛
成
協
力
者
と

し
て
記
名
さ
れ
て
あ
る
も
の
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

田
沢
村
農
会
長

水
沢
村
長

水
沢
村
助
役

水沢村

議
会
議
員

同田
沢
村
信
用
組
合
理
事
村
山

▽
昭
甲
六
、
四
、
九
日
（
村
会
議
決
）

　
昭
和
十
六
年
四
月
九
日
、
は
じ
め

て
村
議
会
に
当
間
山
麓
平
原
開
発
に

関
す
る
件
を
上
提
、
村
の
画
期
的
事

業
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
可
決
し

樋
口
潅
造

井
口
清
一

金
沢
雄
平

飯
塚
作
太
郎

島
田
肇
口

　
　
　
文
平

た
。
田
沢
水
沢
両
村
代
表
協
議
の
結

果
、
岡
田
県
農
会
長
を
会
長
と
す
る

開
発
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
た
。
同

時
に
村
事
業
と
し
て
隣
村
水
沢
村
と

提
携
、
県
農
地
課
そ
の
他
に
向
っ
て

実
地
調
査
方
を
要
請
し
、
県
、
農
林

省
で
は
そ
の
有
望
を
認
め
て
現
地
調

査
に
取
り
か
か
る
ま
で
に
至
っ
た

が
、
坂
部
耕
地
課
長
の
開
発
営
団
転

出
に
よ
っ
て
一
頓
座
し
た
。
然
し
農

林
省
師
岡
技
師
が
十
月
水
源
調
査
に

来
村
し
て
実
現
の
緒
に
つ
い
た
か
の

感
を
与
え
た
。

▽
昭
一
七
、
一
、
一
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
発
延
期
）

　
戦
争
に
よ
る
生
産
増
強
の
た
め
国

の
開
墾
計
画
の
再
編
成
と
な
り
、
短

期
間
（
三
ヵ
年
以
内
）
に
食
糧
増
産

実
績
を
上
げ
得
る
箇
所
を
先
決
し
、

数
年
を
要
す
る
事
業
箇
所
は
当
然
分

中
止
の
旨
発
表
さ
れ
た
。

一
　
　
　
、

▽
昭
一
七
、
一
　
二
四
日
（
岡
田
正

平
氏
の
活
躍
）

　
岡
田
県
農
会
長
、
小
出
耕
地
出
張

所
長
、
前
田
技
師
と
両
村
代
表
が
運

動
方
法
に
つ
い
て
協
議
。

▽
同
年
二
、
二
日
、
県
知
事
外
、
部

瓢
・
農
薯
に
藩
し
籍
果
・

㎝一岡
田
会
長
は
農
林
省
、
局
、
課
、
係

に
接
渉
し
農
地
開
発
営
団
に
よ
っ
て

昭
和
十
七
年
度
着
工
、
三
ヵ
年
を
以

っ
て
完
成
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

▽
同
年
二
、
二
一
日
（
両
村
の
活
動

本
腰
）
水
沢
、
田
沢
両
村
有
志
大
会
を

開
い
て
経
過
を
報
告
し
、
さ
き
に
組

織
し
た
期
成
同
盟
会
は
関
係
町
村
の

連
合
会
と
し
各
村
（
田
沢
、
水
沢
、

六
箇
三
ヵ
村
）
ご
と
に
期
成
同
盟
会

を
組
織
し
て
実
現
を
期
す
方
針
を
決

定
し
た
。

▽
同
年
五
、
七
日
（
現
地
測
量
）

　
農
林
省
に
お
い
て
本
格
的
に
調
査

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
こ
れ
が
受

入
れ
と
協
力
方
法
に
つ
い
て
打
合
わ

せ
す
る
。

　
こ
の
当
時
の
本
省
並
び
に
県
の
方

針
と
し
て
は
当
初
開
田
の
方
針
で
あ

っ
た
が
そ
の
後
本
省
は
開
畑
事
業
も

附
随
さ
せ
る
方
針
を
樹
立
し
た
．
四

一月
十
四
日
上
京
の
節
、
本
省
は
急
速

に
開
畑
を
進
め
る
方
針
で
既
に
着
手

に
決
定
せ
り
。
差
迫
っ
た
問
題
は

二
、
三
百
町
歩
の
開
畑
を
や
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

▽
同
年
五
、
二
五
日
（
測
量
開
始
）

　
農
林
省
農
政
局
中
西
俊
治
技
官
よ

り
測
量
機
具
送
荷
の
通
知
到
来
す
る

▽
同
年
五
、
二
六
日
　
営
団
測
量
費

田
沢
村
分
七
百
円
．
、
関
係
部
落
か
ら

拠
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

▽
同
年
七
、
二
〇
日
　
中
西
技
師
測

量
を
終
っ
て
帰
京
。

▽
昭
一
八
、
一
、
二
五
日

　
水
沢
村
土
市
観
泉
院
に
お
い
て
開

発
営
団
の
着
工
に
係
る
開
拓
者
並
び

に
部
落
代
表
者
、
各
村
団
体
長
の
大

協
議
会
が
あ
っ
た
。

　
主
催
者
農
地
開
発
営
団
水
沢
村
外

二
村
事
業
所
主
任
　
　
品
田
篤
行

田
沢
村
．
長
　

樋
口
運

水
沢
村
長
　
　
　
　
　
井
口
　
清
一

川
治
村
畏
　
　
　
　
　
雲
野
久
四
郎

説
明
の
た
め
臨
席
し
た
者

県
農
務
課
　
　
　
　
井
ノ
上
事
務
官

開
発
営
団
新
潟
事
務
所
長
坂
部
重
遠

▽
会
議
の
結
論

　
　
　
ナ
さ
　
ニ
　
　
　
　
　
　

鉦
署
＋
七
年
育
農
林
省
実
地

璽
革
6
3
妻
4
』
…
盈
■
賜
』
暦
毒
唇
雪

人
生
往
来

◎
産
　
　
声

子
の
な
ま
え
父
の
名
住

江
口
　
直
美
　
三
　
平
　
　
干

山
田
　
義
男
　
ミ
　
サ
　
　
上

酒
井
京
子
貞
夫
　
田

吉
楽
礼
子
　
芳
　
和
　
　
上

服
部
　
栄
　
義
定

高
野
智
之
幸
　
一

広
田
達
美
秀
太
郎

広
田
明
彦
利
雄

桑
原
克
美
郁
治

小
林
　
清
　
作
平

山
田
雄
一
智
敦

桑
原
道
男
正
栄

南
雲
初
恵
　
．
薫

南
雲
孝
之
哲
治

◎
サ
、
，
　
砂

山中山溝所

如
来
寺

如
来
寺

干
溝

、

干
溝

西
方

土
倉

清
田
山

田
代

堀
之
内

堀
之
内

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
翻

｛
翻

氏
　
名
年
令
住
所

上
原
　
正
昭
（
ニ
ニ
）
通
り
山

山
田
ヨ
ネ
子
（
二
〇
）
角
間

飯山古滝滝
塚田沢沢沢

保
坂
ミ
ヨ
キ
（
一
ガ
）
芋

｛，一＾　 一　一　 一鳳
新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎
富真高関板吉上桑高市
井霜橋根場楽原原野村

新
生
（
ご
山
崎

僧
（
ニ
ニ
）
山
崎

陽
一
（
」
）
安
養
寺

タ
ッ
（
オ
）
東
田
尻

政
義
（
二
八
）
市
之
沢

　
　
　
　
　
　
沢

軍
平
（
二
七
）
伊
　
達

勝
（
二
六
）
如
来
寺

三
郎
（
三
〇
）
東
田
尻

ト
ラ
（
症
）
山
　
崎

冨
次
（
二
む
上
山

八
重
（
三
二
）
津
南
町

隆
光
（
一
一
む
田
　
沢
一

紀
恵
ハ
一
一
三
）
芋
川
■

勝
治
（
一
ゴ
）
高
山

倶
子
（
∫
）
如
来
寺

｛｛〈｛｛　一｛　一　｛　｛新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎
渡茂樋大数井樋石上岡小服上稠富滝庭南平山
辺野口口藤ノ熊沢原村林部原沢井沢野雲本田

山
田
定
利
（
二
八
）
土
倉

平
本
ト
シ
ヱ
（
二
三
）
堀
内
町

芳
栄
（
三
〇
）
程
　
島

カ
ヤ
（
二
六
）
十
日
町

清
平
（
一
ε
）
田
中

カ
ッ
（
蓋
）
馬
　
場

秋
雄
（
二
む
十
日
町

ミ
チ
（
一
一
八
）
上
山

守
（
二
七
）
馬
　
場

和
子
（
二
三
）
上
　
山

清
栄
（
二
七
）
十
日
町

秀
子
（
二
巴
上
　
山

正
勝
（
ま
）
荒
　
屋

茂
（
二
五
）
十
日
町

調
査
、
十
月
開
畑
二
百
町
歩
着
工
指

定
と
共
に
、
農
地
開
発
営
団
土
市
事

務
所
開
設
さ
れ
た
。
清
津
川
の
水
源

依
存
に
よ
り
開
発
計
画
は
時
局
上
困

離
で
あ
る
。
加
う
る
に
貯
水
池
築
設

の
適
所
が
な
い
こ
と
。
地
層
関
係
の

調
査
等
そ
の
実
現
は
幾
多
の
才
月
を

要
し
、
実
現
化
の
予
定
が
立
ち
得
な

い
現
状
に
鑑
み
、
地
元
が
あ
く
ま
で

清
津
川
水
利
に
依
存
す
る
と
せ
ば
営

団
は
そ
の
方
針
確
立
ま
で
引
き
上
げ

る
。
然
し
地
元
が
現
状
の
開
発
地
区

を
提
供
す
る
と
せ
ぱ
、
営
団
は
独
自

［の
計
画
に
よ
る
局
地
水
利
を
利
用
の

開
田
及
び
大
部
分
の
開
畑
附
随
地
と

一
し
て
薪
炭
採
草
地
等
を
合
し
、
一
戸

　
　
　
塵
覧
罵
6
■
■
醒
璽
曜
置
置
璽
U

井
ノ
川
喜
章
（
二
六
）
如
来
寺

数
藤
　
　
典
（
二
巴
川
西
町

大
口
義
ズ
一
一
四
）
津
南
町

　
ロ
フ
ミ
テ
ゑ
も
　
ホ
　

麟
徳
藝
齢
西
哩

｛
翻

く
翻

｛
翻

◎
闘

新
野
　
雅
之
（
子
）
亀
　
田

山
本
　
敏
子
（
量
）
小
　
出

羽
鳥
忠
一
郎
（
量
）
新
屋
敷

吉
楽
絢
（
ヨ
）
宮
中

藤
田
米
太
郎
（
妻
）
安
養
寺

阿
部
ハ
ル
ヱ
（
嚢
）
新
屋
敷

天名

井
之
川
友
一

村
山
フ
サ

藤
ノ
木
ト
ヨ

雷柳肇翻桀籍
望畜湊聲糞弘難

年
令

（
五
四
）

（
七
八
）

（
七
四
）

（
一
一
七
）

（
七
五
）

（
一
七
）

（
四
五
）

（
五
一
）

（
六
三
）

（
四
三
）

（
一
葦
）

宮下重干小田山住
中山地溝出沢崎所

本
屋
敷

堀
之
内

本
屋
敷

．

干
溝

当
り
六
町
歩
内
外
を
持
た
せ
る
自
作

農
を
創
設
せ
し
め
る
目
的
を
も
っ
て

開
発
を
実
行
す
る
。

▽
同
年
三
、
八
日
　
水
沢
村
役
場
に

於
い
て
水
沢
、
田
沢
両
村
の
協
議
会

が
行
な
わ
れ
た
。
当
時
の
開
艶
地
元

の
構
想
に
つ
い
て

馬
水
、
芋
沢
、
田
沢
七
五
〇
町
歩

　
内
十
七
年
度
指
定
　
二
〇
〇
畢

差
引
残
　
　
　
五
五
〇
、

ほ
か
に
、
伊
達
二
三
五
町
歩
、
薪

一
一
九
町
歩
、
計
三
五
四
肇
汽
縫

計
九
〇
四
町
歩
に
対
襲

と
を
決
め
た
の
で
あ
る
．

　
　
I
t
奮
【
ー

な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
　
　
－
幽
ハ
月
投
句
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
由
円

渡
り
来
る
桐
の
香
の
中
君
と
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

酒
飲
ん
で
蛙
の
声
と
合
唱
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
声

タ
焼
け
て
信
濃
清
津
の
合
ふ
瀬
か
な

　
「
妻
有
の
母
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
原
稿
募
集
〃

　
中
魚
沼
婦
人
教
育
研
究
会
で
婦
人

の
生
活
記
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

中
里
村
の
拘
母
さ
ん
方
も
、
た
く
さ

ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
　
あ
な
た
の
過
去
を
ふ
り
か

え
り
経
験
の
中
か
ら
一
つ
だ
け
書
い

て
く
だ
さ
い
。
　
（
例
、
幼
少
の
頃
、

嫁
づ
と
め
の
頃
、
終
戦
の
頃
な
ど
）

◎
期
限
　
七
月
十
五
日
ま
で
。
中
里

村
公
民
舘
あ
て
お
届
け
く
だ
さ
い
。
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一
．
正
．

娼
所
購
鑑
桃

回
部
行
公
先
引
亀
1

二
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

段
丘
地
開
発
の
概
要

　
　
　
　
関
係
地
域
の
協
力
を

　
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開
発
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
関
係
地
域
各
位
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
開
発
事
業
は
昭

和
三
十
六
年
度
よ
り
県
費
調
査
地
区

に
採
択
さ
れ
、
調
査
費
を
県
と
村
の

折
半
で
現
在
県
農
地
計
画
課
、
十
日

町
耕
地
出
張
所
技
術
陣
に
よ
っ
て
調

査
を
継
続
中
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
段
丘
地
開
発
計
画
の
発
端
、

経
過
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
紙

第
八
五
号
（
三
十
八
年
六
月
号
）
や

富
井
喜
重
氏
の
寄
稿
“
回
想
4
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
省
略
し
、
今

回
は
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
現
在
ま

で
の
調
査
を
基
と
し
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

①
嚢
の
名
称

　
清
津
川
右
岸
段
丘
地
総
合
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
仮
称
）
と
い
い
、

県
営
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
る
予
定

で
す
。
総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

と
は
、
農
地
造
成
、
土
地
改
良
を
行

な
い
農
業
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
農

業
構
造
の
改
善
、
自
立
経
営
農
家
の

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
既
耕
地
に

求
め
る
こ
と
の
困
難
な
拡
大
さ
れ
た

規
模
に
お
け
る
農
業
経
営
の
確
立
を

目
的
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

⑭
工
事
の
概
要

イ
、
対
象
面
積

　
地
区
面
積
三
九
七
・
五
町
歩
。
受

益
面
積
、
農
地
造
成
一
五
二
町
歩
を

含
め
開
田
三
一
四
町
歩
。
用
水
補
給

四
一
町
歩
、
計
三
五
五
町
歩
。
　
（
こ

れ
ま
で
の
水
田
、
畑
地
潅
灘
方
式
か

ら
全
水
田
方
式
開
発
に
変
更
し
た
）

・
、
潅
概
用
水

　
取
水
地
点
は
桔
梗
原
土
地
改
良
区

の
東
田
尻
頭
首
工
を
改
造
し
、
桔
梗

原
分
○
・
九
立
方
崩
／
秒
、
段
丘
地

分
一
・
二
立
方
麿
／
秒
の
合
わ
せ
た

水
量
を
両
者
共
用
水
路
と
し
、
磁
道

及
び
開
渠
で
二
千
二
百
二
十
麿
を
導

水
、
程
島
、
白
羽
毛
間
の
あ
ざ
み
沢

で
分
水
、
ポ
ン
プ
で
直
高
百
六
十
六

麿
、
標
高
四
百
五
十
八
麿
ま
で
揚
水

し
市
之
越
部
落
中
心
ー
豊
里
部
落
中

心
東
田
沢
と
開
渠
及
び
七
川
伏
越
で

二
千
四
百
層
送
水
し
ま
す
。

ハ
、
地
区
外
道
路

　
通
り
山
、
朴
木
沢
、
白
羽
毛
よ
り

段
丘
地
へ
上
が
る
道
路
九
千
麿
を
開

設
し
ま
す
。

二
、
事
業
の
施
行
期
間

　
昭
和
四
十
年
度
国
費
調
査
地
区
と

し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
事
務
を
す
す

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
採
択
さ
れ

る
と
昭
昭
四
噛
一
年
か
四
十
二
年
に

着
工
し
、
全
工
事
完
了
ま
で
五
～
六

年
を
要
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す

ホ
、
事
業
費
及
び
負
担
に
つ
い
て

　
事
業
費
総
額
六
億
州
千
二
百
七
十

万
円
。
う
ち
国
県
補
助
四
億
三
千
四

百
十
八
万
円
。
　
（
七
十
一
％
）
地
元

負
担
が
一
億
七
千
八
百
五
十
二
万
円

（
二
十
九
％
）
で
、
こ
の
う
ち
八
十

％
ま
で
が
農
林
漁
業
資
金
の
融
資
を

受
け
ら
れ
、
最
大
反
当
り
年
償
還
額

は
四
千
三
百
四
十
七
円
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

へ
、
受
益
に
つ
い
て

　
受
益
戸
数
三
百
五
十
五
戸
、
一
戸

当
り
平
均
増
反
四
反
歩
。
土
地
改
良

（
畑
か
ら
水
田
化
、
用
水
補
給
）
六

反
歩
計
一
町
歩
。
米
増
収
千
五
百
九

十
七
・
五
踏
。
増
加
年
間
所
得
額
八

手
百
三
十
八
万
円
（
一
戸
当
り
二
十

一
一
万
九
千
円
）

ト
、
事
業
の
受
入
母
体
に
つ
い
て

　
計
画
段
階
は
村
に
お
い
て
行
な
い

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
土
地
改
良

区
を
設
立
し
施
行
す
る
予
定
で
す
。

④
営
農
形
態
及
び
維
持
管
理

　
造
成
圃
場
の
耕
作
は
全
て
機
械
化

と
し
、
中
型
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
パ

イ
ン
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
機
械

施
設
を
導
入
し
、
協
業
化
を
目
ざ
し

ま
す
。
維
持
管
理
費
と
し
て
は
、
年

間
八
百
三
十
万
円
（
反
当
り
二
千
三

百
四
十
円
位
）
に
な
り
ま
す
。

⑤
本
事
業
に
関
す
る
権
利
調
整
に
つ

　
い
て

　
本
事
業
は
、
未
墾
地
の
農
地
造
成

に
つ
い
て
は
百
％
の
同
意
を
必
要
と

し
、
又
水
利
権
に
つ
い
て
も
桔
梗
原

土
地
改
良
区
を
は
じ
め
、
下
流
地
域

の
方
汝
が
本
事
業
を
よ
く
ご
理
解
下

さ
れ
、
ご
協
力
を
得
る
と
と
も
に
用

水
確
保
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
調
整

作
業
を
行
な
っ
て
遺
憾
の
な
い
よ
う

計
画
を
す
す
め
ま
す
。

⑥
調
査
準
備
等
に
つ
い
て
ご
協
力
の

　
お
ね
が
い
。

　
本
年
度
は
県
調
査
の
最
終
年
度
で

あ
り
、
具
体
的
な
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
六
月
か
ら
路
線
測
量
、
地
区

界
測
量
等
に
入
り
ま
す
の
で
、
実
地

に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
関
係
地
域
各

位
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
得
な
け
れ

獲
難
襲
欝
墜
講
捕
糠
融
秘
動
が

し
ま
す
。

【
注
】
文
中
の
金
額
に
つ
い
て
は
今

（
担
当
・
役
場
建
設
課
）

成
人
講
座
成
人
式

　
　
お
知
ら
せ

　
公
民
舘
で
は
、
今
年
成
人
に
達
し

た
人
た
ち
を
励
ま
了
と
と
も
に
、
社

会
入
と
し
て
の
教
養
を
た
か
め
、
こ

れ
か
ら
の
実
際
生
活
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
と
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

成
人
講
座
並
び
に
成
人
式
を
開
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
村
内
に
居
住
し
て
い

る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成
人
と
な

っ
た
こ
と
の
意
義
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
ー
◇
i

◎
成
人
講
座
（
四
回
）

▽
六
月
二
十
三
日
　
午
前
十
時
～
午

　
後
五
時
、
会
場
田
沢
小
家
庭
室

「
青
年
期
の
心
理
」

「
日
常
生
活
の
中
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　
講
師
県
教
育
庁
　
山
崎
俊
一
先
生

「
余
暇
利
用
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
」

　
講
師
社
体
振
興
員
保
坂
国
夫
先
生

▽
六
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時
～
午

　
後
五
時
、
会
場
田
沢
小
家
庭
室

「
男
女
変
際
の
常
識
と
純
潔
」

　
講
師
県
教
育
庁
　
俵
谷
正
樹
先
生
・

「
合
日
の
世
相
と
青
年
の
モ
ラ
ル
」

　
講
師
新
大
教
授
　
玉
井
成
光
先
生

「
青
年
期
の
体
力
に
つ
い
て
」

　
講
師
田
沢
中
教
諭
小
林
哲
夫
先
生

▽
六
月
二
十
九
日
、
午
前
十
時
～
午

　
後
五
時
、
会
場
田
沢
小
家
庭
室

「
成
年
期
の
か
ら
だ
と
健
康
」

　
講
師
　
　
　
上
村
病
院
た
長
先
生

「
く
ら
し
の
中
の
法
律
」

　
講
師
十
日
町
簡
易
裁
判
所
長

　
　
　
　
　
　
寺
岡
健
次
郎
先
生

「
包
も
の
の
し
か
た
」

講
師
未
定

▽
七
月
二
日
、
午
前
十
時
～
午
後
三

　
時
、
会
場
田
沢
小
家
庭
室
、
運
動

　
場「

村
政
に
つ
い
て
」
　
（
座
談
会
）

講
師
　
　
　
　
　
高
橋
村
長

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」

　
講
師
　
田
沢
小
教
諭
中
村
昭
先
生

◎
成
人
式

▽
七
月
五
日
、
午
前
九
時
～
午
後
三

　
時
ま
で
、
会
場
田
沢
小
屋
内
運
動

　
場〔

内
容
〕
式
辞
、
祝
辞
、
答
辞
、
健

康
手
帳
、
記
念
品
贈
呈
、
記
念
撮
影

祝
賀
会
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

村
戦
没
者
慰
霊
祭

　
　
八
月
十
七
日
に

　
今
年
は
終
戦
後
二
十
年
目
に
当
る

の
で
、
村
で
は
今
ま
で
三
地
区
に
て

行
な
わ
れ
て
い
た
戦
没
者
慰
霊
祭
を

中
里
村
福
祉
協
議
会
主
管
の
も
と
に

八
月
十
七
日
、
田
沢
中
学
校
に
お
い

て
村
全
体
に
て
合
同
追
悼
式
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
今

次
大
戦
は
そ
の
様
相
が
極
め
て
激
烈

で
あ
っ
た
た
め
、
軍
人
軍
属
は
も
と

よ
り
、
満
州
開
拓
移
民
等
戦
い
の
犠

牲
と
な
っ
て
死
没
し
た
村
民
は
四
百

数
十
名
の
多
き
に
及
ん
で
お
り
ま

す
。
わ
が
国
が
戦
後
平
和
の
礎
の
上

に
大
き
く
経
済
の
発
展
を
と
げ
た
蔭

に
は
、
過
ぐ
る
大
戦
に
こ
の
よ
う
な

多
数
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
深

く
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
村
を
あ
げ
て

こ
れ
ら
犠
牲
者
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ

多
く
の
犠
牲
の
上
に
も
た
ら
さ
れ
た

平
和
へ
の
思
い
を
年
ご
と
に
、
新
た
に

す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

◆
毎
月
七
日
◆

〃
健
康
の
日
に
〃

　
四
月
七
日
は
「
世
界
保
健
デ
ー
」

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
里
村
衛
生

自
治
会
で
は
、
毎
月
七
日
を
「
健
康

の
日
」
と
定
め
、
屋
内
外
の
清
掃
を

一
斉
に
行
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
自
分
達
の
環
境
を
よ
り
衛
生
的
に

し
、
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
す
の
で
、
毎
月
七
日
の
健
康
の

日
に
は
、
男
は
屋
外
、
女
は
屋
内
と

清
掃
を
そ
れ
ぞ
れ
受
持
つ
よ
う
に
し

て
、
各
人
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
中
里
村
衛
生
臼
治
会
》
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古
川
柳
に
「
嫁
や
せ

　
　
　
　
　
て
め
で
た
く
終
る
田
植

管
　
　
　
　
　
か
な
」
と
い
う
の
が
あ

　
　
　
　
　
る
が
ヤ
　
　
は
ヤ
　
ゑ

作
縫
器
輪

稲
に
な
っ
毫
．

　
　
　
　
　
　
さ
て
ヤ
そ
れ
で
は
ヤ

の
田
植
え
後
の
稲
の
手
入

　
　
　
　
　
れ
に
は
ヤ
ど
ん
な
　
　

月
が
難
ろ
う
か
・

く
毎
年
套
く
り
返
し

プ
て
い
る
こ
と
な
の
で
・

今
さ
ら
、
こ
と
あ
た
ら
し
い
も
の
も

な
い
が
、
大
峯
な
こ
と
に
つ
い
て
こ

こ
で
考
え
て
み
た
い
。

一
、
田
の
草
と
り

　
近
頃
は
除
草
剤
を
使
う
水
田
が
増

え
て
い
る
た
め
、
一
番
除
草
は
あ
ま

り
う
る
さ
く
い
わ
れ
な
い
が
、
除
草

剤
の
キ
・
メ
を
う
ま
く
あ
ら
わ
さ
せ

る
に
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
必

要
と
思
う
。

◎
田
植
え
前
に
除
草
剤
を
使
用
し
た

も
の
は
、
一
番
除
草
を
省
き
、
雑
草

や
ヒ
エ
が
発
芽
し
て
き
た
ら
除
草
を

す
る
。
雑
草
類
が
発
芽
し
て
こ
な
い

間
は
除
草
剤
が
効
い
て
い
る
の
だ
か

ら
、
か
き
ま
わ
さ
な
い
で
そ
っ
と
し

て
お
く
方
が
ト
ク
。

◎
田
植
え
後
に
除
草
剤
を
使
用
す
る

も
の
は
、
田
植
え
し
て
稲
が
活
着
し

て
か
ら
（
七
～
十
日
以
後
）
使
用
す

る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
た
い
て
い

の
水
田
で
は
雑
草
や
ヒ
エ
が
鞘
芽
し

．
て
く
る
の
で
、
手
取
り
か
除
草
機
に

よ
っ
て
一
回
除
草
し
た
後
、
粒
の
除

草
剤
を
使
う
の
が
原
則
。
発
芽
し
て

い
る
も
の
に
は
効
か
な
い
の
で
、
後

に
な
っ
て
雑
草
に
な
や
ま
さ
れ
る
。

二
、
追
　
肥

　
今
年
の
稲
は
、
苗
が
や
わ
ら
か
に

で
き
て
い
る
こ
と
や
、
最
近
は
低
温

が
つ
y
い
て
い
る
た
め
、
生
育
が
ち

ょ
っ
と
遅
れ
気
味
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
硫
安
等
の
追
肥
を
や

る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
は
し
な
い
か
と

心
配
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
肥
料
不
足
で
、
稲
の
元
気

が
で
な
い
の
で
な
く
、
低
温
の
た
め

肥
料
の
効
き
め
が
あ
ら
わ
れ
て
こ
な

い
こ
と
や
、
菌
の
力
が
な
い
た
め
元

気
の
出
に
く
い
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
点
を
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

　
む
し
ろ
、
そ
の
追
肥
分
は
、
穂
肥

に
ま
わ
し
た
方
が
安
全
だ
。

三
、
二
化
メ
イ
虫
一
化
期

　
二
化
メ
イ
虫
一
化
期
の
防
除
適
期

は
、
今
年
は
、
お
、
よ
そ
六
月
二
十

三
日
頃
と
な
ろ
う
。
（
正
確
に
は
後

日
発
表
の
予
定
）

　
然
し
、
最
近
多
く
出
ま
わ
っ
で
い

る
ガ
ン
マ
i
粒
剤
の
類
は
、
と
の
時

期
よ
り
五
～
七
日
く
ら
い
阜
め
に
使

用
し
な
い
と
、
効
き
め
が
あ
ら
わ
れ

に
く
い
。
有
機
燐
剤
の
ホ
リ
ド
レ
ル

E
P
N
、
ス
ミ
チ
オ
ン
、
ハ
イ
ジ
ッ

ト
等
は
、
葉
鞘
の
変
色
が
あ
ら
わ
れ

始
め
た
氾
ろ
撤
布
す
る
と
効
き
め
が

高
い
。

四
、
イ
モ
チ
病

　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
イ
モ
チ
病
は
発

見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
苗
が
や
わ
ら

か
に
で
き
て
い
る
の
で
、
発
生
が
心

配
さ
れ
る
。
イ
モ
チ
病
に
一
番
関
係

の
深
い
の
は
、
窺
素
肥
料
の
多
用
で

あ
る
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
。
そ

の
点
、
中
間
追
肥
は
施
用
し
な
い
方

が
安
全
。

　
ま
た
、
イ
モ
チ
病
が
で
る
と
、
稲

を
こ
わ
く
す
る
と
称
し
て
燐
酸
、
加

里
を
追
肥
す
る
人
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
か
え
っ
て
危
険
な
の
で
、
中
止
し

た
方
が
よ
い
。
水
の
扱
い
方
に
つ
い

て
も
、
イ
モ
チ
病
が
発
生
し
た
水
田

で
は
落
水
す
る
と
拡
が
る
の
で
、
水

を
湛
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
た
い

て
い
の
場
合
、
イ
モ
チ
病
の
発
生
の

源
は
、
手
苗
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

従
が
っ
て
、
手
苗
は
で
き
る
だ
け
早

く
抜
き
去
る
こ
と
が
必
．
費
。

　
以
上
が
、
耕
種
の
面
か
ら
見
た
対

策
で
あ
る
が
、
よ
り
効
果
の
高
い
の

は
薬
剤
防
除
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ

と
。
だ
が
、
こ
の
場
合
も
籾
気
が
進

ん
で
か
ら
で
は
、
一
回
だ
け
で
は
な

か
な
か
ピ
シ
ャ
リ
と
効
く
わ
け
に
は

な
ら
な
い
の
で
、
是
非
と
も
単
め
に

に
薬
剤
撒
布
す
る
こ
と
が
必
．
嬰
。
そ

の
た
め
に
は
、
常
に
注
意
し
て
、
イ

モ
チ
病
を
早
め
に
発
見
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
津
南
農
改
普
及
所
）

｛
4
■
■
量
7
葛
2
9
2
も
…

タ
バ
コ
作
り
で
　
栽
培
で
七
ケ
タ
嚢
霊
派
に
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
　
　
　
　
さ
ん
ヨ
し
さ
ん

七
ケ
タ
農
業
　
を
訪
ね
て
み
蛋
の
蝶
は
・
盟

　
　
棄
田
沢
村
山
林
平
氏
　
時
代
に
自
力
で
拓
り
開
い
て
き
た
、

嶺
東
田
沢
の
開
拓
地
に
、
葉
タ
バ
コ
　
開
拓
地
の
先
駆
者
で
あ
る
が
、
三
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
目
の
林
平
さ
ん
も
人
一
倍
農
業
に
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
で
、
特
に
畑
地
の
有
効
利
用
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
葉
タ
パ
コ
載
培
に
着
目
し
、
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
地
で
の
耕
作
許
可
申
請
に
奔
走
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
一
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
年
に
亘
る
運
動
が
実
っ
て
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
三
十
七
年
に
よ
う
や
く
許
可
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
れ
、
そ
れ
ま
で
四
十
稲
獺
も
作
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
き
た
　
　
や
　
　
　
な
ど
を
ぬ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
…
…
ハ
三
本
に
切
り
か
え
、
初
壁
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
反
歩
の
耕
作
申
請
を
し
た
。
専
売
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
は
許
可
し
な
が
ら
も
い
さ
さ
か
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
し
た
そ
う
だ
が
、
村
山
さ
ん
の
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縢
バ
コ
作
り
へ
の
熱
恥
意
は
ま
こ
と
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
け
ん
そ
の
も
の
で
、
は
じ
め
て
の

　
大
型
動
力
撒
布

　
機
で
共
同
防
除

　
最
近
、
大
型
機
械
に
よ
る
農
巣
の

近
代
化
が
さ
か
ん
だ
が
、
こ
ん
ど
村

に
も
大
型
の
動
力
農
薬
撒
布
機
か
備

え
つ
け
ら
れ
た
。

　
関
係
者
の
話
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
動

力
撤
布
機
は
膿
業
共
済
事
業
の
一
つ

と
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年

は
桔
梗
原
地
区
な
ど
で
、
集
団
的
に

水
稲
病
筈
虫
の
共
同
防
除
を
実
施
す

る
。
薬
剤
撒
布
の
経
費
は
十
ア
ー
ル

耕
作
と
し
て
は
上
汝
の
成
績
を
あ
げ

た
。
三
十
七
年
、
三
十
八
年
度
の
実

績
は
下
表
の
と
お
り
だ
が
、
こ
の
成

績
は
高
崎
専
売
公
社
管
内
で
も
五
指

に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
前
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
作

付
面
績
を
増
や
し
、
作
柄
も
順
調
な

の
で
、
百
万
円
に
近
い
収
入
が
見
込

ま
れ
、
水
田
も
師
町
四
反
を
耕
作
し

て
お
り
、
水
稲
と
畑
作
で
は
立
派
な

七
ケ
タ
農
業
と
な
る
。

　
現
在
、
家
族
の
労
働
力
は
、
林
平

さ
ん
夫
婦
と
弟
さ
ん
夫
婦
の
四
人
で

あ
る
が
、
耕
地
は
大
部
分
家
の
ま
わ

り
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
機
械
力
を

う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
、
ム
ダ
の
な

い
、
計
画
的
な
経
営
を
お
，
こ
な
っ
て

い
る
、

　
【
写
翼
は
村
山
さ
ん
の
畑
に
て
一

当
り
イ
モ
チ
病
二
百
六
十
円
、
二
化

メ
イ
虫
三
百
四
十
円
～
三
百
、
五
十
円

ぐ
ら
い
と
な
っ
で
い
る
。

動
力
撒
布
機
阿
干
溝
地
内
に
て
】【
写
塞
さ
繋
る
攣
縷
壕

ま
す
が
、
こ
の
中
に
麻
薬
を
含
有
し

て
い
る
た
め
に
法
律
で
裁
培
を
禁
止

充
分
に
注
意
を
し
て
下
さ
レ

◇
植
え
て
い
け
な
い
け
し
◇

①
ン
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種

　
秋
ま
き
二
年
生
の
草
木
で
、
高
さ

一
～
一
・
五
層
に
遠
し
、
全
株
は
特

徴
の
あ
る
臼
緑
色
で
、
ろ
う
質
が
付

着
し
て
お
り
、
殆
ど
無
毛
で
す
。
茎

霧
蟻
灘

「
け
し
」
の
栽

培
に
注
意
を

　
“
け
し
4
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
の
で
園
芸
用
と
し
て
裁
培
さ
れ
た

り
、
叉
野
生
し
て
い
る
も
の
も
あ
り

年
度
別

三
七
鉦
度

三
八
年
度

三
九
鉦
度

　
　
　
　
　
作
付
面
積

　
　
　
　
一
六
七
ア
ー
ル

　
　
　
　
一
1
　
　
－
ー
，

　
　
　
　
さ
二
了
ル

　
　
　
　
　

三
九
鉦
度
一
三
〇
ア
ー
ル

　
　
　
　
一

　
臼
、
赤
、
紫
色
簿
の
花
を
開
き
、
花

　
期
が
終
る
と
長
円
形
又
は
球
形
の
か

　
な
り
大
き
な
さ
く
果
を
つ
け
ま
す
。

　
◇
植
え
て
よ
い
け
し
◇

　
　
一
般
に
ぐ
び
じ
ん
草
と
呼
は
れ
て

　
い
る
”
け
し
8
で
、
草
丈
は
四
、
五

　
十
移
程
度
で
、
全
株
に
粗
毛
が
密
生

　
し
、
濃
い
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
外
。

②
恥
に
げ
し

④
ア
ル
ブ
ス
げ
し

⑤
つ
の
げ
し

　
⑥
は
な
び
し
そ
う
、
等
六
あ
り
ま
す

　
が
、
こ
れ
ら
の
特
色
と
し
て
は
「
全

　
草
に
粗
毛
が
生
え
て
い
る
」
の
で
見

　
分
け
が
つ
き
ま
す
。

簸”

③
ち
し
ま
ひ
な
げ
し

1　’三一収
　、　　、
未〇九穫　六〇1　二二数　、　　、　　

定五〇量　～ヂ
粗
収
入
額

五
一
七
、
四
六
〇
円

五
二
七
、
七
穴
○
円

昭和59年6月15日東さカ、3）　第97号（騒藝遙箋＆易器昌）　な

考
之

齋な

　
大
分
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る

放
送
座
談
会
で
、
四
十
才
以
上
は
活

字
に
、
二
、
三
十
才
は
ラ
ジ
オ
に
、

十
才
台
は
テ
レ
ビ
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
と
の
話
し
が
出
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
な
か
な
か
う
が
っ
た

見
方
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
・
チ
ャ
イ
ル

ド
（
子
供
）
と
い
わ
れ
る
理
由
も
う

な
づ
け
る
。

　
印
刷
文
化
を
媒
体
に
人
間
形
成
を

し
た
時
代
と
、
マ
ス
・
コ
ミ
時
代
と

は
自
ら
ち
が
っ
た
物
が
あ
る
。
印
刷

文
化
時
代
に
は
”
読
書
百
ペ
ン
意
自

づ
か
ら
通
す
”
と
い
う
よ
う
に
、
読

書
に
血
み
ち
を
あ
げ
た
も
の
で
あ

る
。
”
読
み
破
る
醒
の
書
葉
は
、
単

的
に
当
時
の
様
子
を
物
語
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ご
ろ
は
、
”
読

破
す
る
顔
と
は
あ
ま
り
き
か
な
い
よ

う
だ
。

　
七
才
の
坊
や
が
放
火
し
た
と
か
、

マ
ン
ボ
に
熱
狂
す
る
の
は
、
ハ
イ
テ

ー
ン
が
多
い
。
や
は
り
テ
レ
ビ
時
代

に
育
て
ら
れ
た
者
は
、
ラ
ジ
オ
時
代

よ
り
も
、
ど
こ
か
に
毛
色
が
か
わ
っ

い
葦

藤
　
大

て
い
る
。

馨

　
印
刷
文
化
時
代
に
は
、
　
”
人
生
と

は
何
ぞ
や
”
と
さ
か
ん
に
討
論
を
し

た
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
例
外
は
あ

る
が
い
ま
若
い
人
で
深
刻
に
人
生
間

題
を
考
え
て
い
る
人
が
、
ど
れ
だ
け

あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
パ
ス
カ
ル
は

”
思
考
が
人
間
を
偉
大
に
す
る
。
人

間
は
自
然
の
う
ち
で
も
、
も
っ
と
も

弱
い
葦
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の

葦
は
考
え
る
葦
で
あ
る
4
と
い
っ

た
。
印
刷
文
化
時
代
は
、
人
間
は
考

え
る
策
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ラ
ジ

オ
か
ら
テ
レ
ビ
時
代
に
な
る
と
、
人

間
は
考
え
な
い
葦
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。　

ス
イ
ッ
チ
一
つ
ひ
ね
る
と
、
ラ
ジ

オ
で
も
テ
レ
ビ
で
も
、
お
好
み
番
組

が
聞
か
れ
る
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

娯
楽
番
組
で
あ
る
。
歌
謡
曲
が
よ
け

れ
ぱ
歌
謡
曲
、
ス
リ
ル
物
、
新
喜
劇

物
請
な
ど
何
で
も
ご
ざ
れ
で
あ
る
。

　
し
か
も
向
う
か
ら
お
膳
を
運
ん
で

く
る
か
ら
、
自
分
で
考
え
て
献
巫
を

た
て
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
箸
を
と

る
、
イ
ヤ
聞
い
た
り
、
見
た
り
し
て

屠
れ
ば
、
万
事
O
K
で
あ
る
。
す
べ

て
が
あ
な
た
任
せ
で
あ
る
。
遍
問
雑

誌
に
し
て
も
同
じ
だ
。
全
国
の
週
刊

誌
を
合
せ
る
と
一
千
万
部
近
く
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
週
刊
雑
誌
の
ハ
ン
ラ
9

ン
時
代
で
あ
る
。

　
急
行
列
束
が
終
蒲
駅
に
つ
く
と
、

何
百
冊
の
週
刊
誌
が
、
カ
ラ
に
な
っ

た
客
席
に
読
み
捨
て
、
あ
る
と
い

う
。
私
は
息
ぬ
き
の
娯
楽
が
悪
い
と

い
う
よ
う
な
唐
変
木
で
は
な
い
。
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
心
身
の
緊
張
を

ほ
ぐ
し
、
あ
す
へ
の
活
力
素
と
な
る

か
ら
て
あ
る
。
と
い
っ
て
も
娯
楽
ば

か
り
求
め
て
い
る
よ
う
で
は
、
考
え

な
い
蹟
に
な
り
や
す
い
。

　
考
え
な
い
葦
が
茂
っ
で
く
る
と
、

生
き
る
目
的
と
か
、
生
き
甲
斐
な
ど

は
労
え
な
い
よ
う
に
な
る
。
生
死
は

人
生
の
一
大
那
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
怨
吹
く
風
で
あ
る
。

　
膏
少
年
の
不
良
化
に
も
、
こ
う
ゆ

う
時
代
の
背
景
が
あ
る
．

　
”
人
問
は
神
と
動
物
の
間
”
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
人
問
が
思
考
を
忘

れ
た
ら
、
も
う
人
間
で
は
な
く
動
物

で
あ
る
。
考
え
な
い
葦
．
に
な
り
、
お

も
し
ろ
お
か
し
く
暮
せ
る
と
思
っ
て

い
た
ら
大
閥
違
い
で
あ
る
。

　
肉
身
の
不
幸
に
合
う
と
か
、
亭
業

に
失
敗
し
た
と
か
、
会
社
を
整
理
さ

れ
た
場
合
、
何
を
た
よ
り
に
生
き
て

行
く
の
か
。

　
生
あ
る
も
の
は
必
す
死
あ
り
で
、

人
間
は
一
度
は
必
す
死
な
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
何
時
も
醤
う
こ
と
だ
が

こ
れ
だ
け
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
。

世
の
中
に
は
相
当
ウ
ソ
が
存
在
す

る
が
之
だ
け
は
ウ
ソ
が
な
い
。
”
死

す
べ
き
も
の
の
、
い
ま
い
の
ち
あ
る

は
あ
り
が
た
し
々
の
人
生
観
を
も
っ

た
ら
人
生
を
力
一
パ
イ
生
き
ぬ
く
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
切
角
人
間

と
し
て
生
れ
出
た
の
だ
か
ら
考
え
な

い
州
で
終
り
た
く
な
い
も
の
だ
。

ー
村
福
祉
協

　
　
卸
年
度
事
業

　
　
計
画

　
中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

去
る
五
月
二
十
六
日
午
前
理
事
会
午

後
評
議
員
会
を
開
催
し
昭
和
三
十
九

年
度
事
業
計
圃
及
び
同
才
入
才
出
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
同
日
成
立
を
見

ま
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
次
の

よ
う
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

▽
事
熟
計
画
に
つ
い
て

　
ま
す
重
点
目
標
と
し
て
社
協
の
性

格
か
ら
各
種
社
会
福
祉
団
体
と
の
連

絡
調
路
を
図
り
な
が
ら
、
村
内
全
体

の
社
会
福
祉
事
業
及
び
思
想
の
高
揚

を
計
る
こ
と
と
し
、
児
童
並
び
に
老

人
の
福
祉
増
進
、
保
健
福
祉
活
動
の

積
極
的
推
進
を
図
り
さ
ら
に
叉
社
協

の
唯
一
の
財
源
で
あ
る
共
同
募
金
に
門

積
極
的
参
加
を
す
る
な
ど
を
決
め
、

次
に
各
部
落
に
幼
児
遊
具
配
備
、
。
要
一

保
護
世
帯
に
救
急
薬
品
の
配
備
な
ど

住
民
が
児
童
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
又
正
し
い
薬
の
使
用
法
普
及
等

P
R
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
い
、

才
末
に
は
．
菓
保
護
世
帯
と
民
牛
委
員

と
の
座
談
会
及
び
慰
間
な
ど
を
主
な

事
業
と
し
て
い
ま
す
。

先股腕、くる病
早期発見が大切

◎
く
ひ
る
病

赤
草
ん
は
可
愛

ら
し
ぐ
で
き
て
い
る

も
の
で
す
が
、
特
に

手
足
の
可
愛
ら
し
さ

は
格
別
で
す
。
出
生
’

後
わ
す
か
な
赤
ち
ゃ

ん
の
脚
は
軽
い
O
型

を
し
て
い
ま
す
が
、

成
長
に
つ
れ
次
第
に

▽
才
入
才
出
予
算

　
才
入
の
面
で
は
四
一
四
千
円
で
、

．
そ
の
あ
ら
ま
し
は
昨
年
度
行
っ
た
共

同
募
金
配
分
金
一
二
九
千
円
、
今
年

行
う
才
末
た
す
け
あ
い
募
金
目
標
額

六
万
円
、
計
十
八
万
九
千
円
を
骨
子
．

に
村
助
成
金
二
万
円
、
村
串
業
委
託

費
（
慰
露
祭
な
ど
）
十
八
万
一
千
円

そ
の
他
繰
越
金
雑
収
入
等
で
あ
る
。

　
才
出
の
面
で
は
四
一
四
万
で
事
業

計
画
に
基
き
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
た
．

ま
す
会
議
費
一
五
千
円
、
事
務
費
二

二
千
円
、
事
業
費
三
六
九
千
円
、
雑

『
支
出
七
千
円
、
予
備
費
千
円
な
ど
で

あ
る
。
事
業
費
三
六
九
千
円
の
あ
ら

ま
し
は
才
末
た
す
け
あ
い
費
六
万
円

そ
の
他
困
窮
者
一
万
円
、
幼
児
遊
具

の
配
備
は
今
年
度
一
ヵ
所
八
千
円
の

・
限
度
額
で
二
分
の
一
補
助
と
し
八
ヵ

所
分
三
二
千
円
、
老
人
福
祉
費
二
二

千
円
、
保
健
活
動
費
と
し
て
一
五
千

円
（
こ
れ
は
救
急
薬
配
備
二
三
世

、
帯
分
無
料
診
療
費
等
で
あ
る
）
団
体

助
成
費
二
三
千
円
合
同
慰
珊
．
鴫
祭
費
八

万
円
な
ど
主
な
も
の
で
あ
る
。

．
す
ん
な
り
し
て
き
ま
す
が
、
も
し
そ

の
O
型
が
ひ
ど
す
ぎ
た
り
、
一
年
以

上
た
っ
て
も
同
じ
よ
う
で
し
た
ら
、

く
る
病
、
そ
の
他
の
原
因
が
あ
る
と

考
え
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
な
お

あ
ま
り
早
く
か
ら
歩
か
せ
よ
う
と
す

る
と
、
O
型
や
X
型
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
衣
類

の
清
潔
、
風
通
し
の
よ
い
部
麗
で
寝

か
せ
て
お
く
等
が
最
も
大
切
だ
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
先
天
性
股
関
節
脱
臼

　
手
足
の
疾
患
に
は
、
手
や
足
そ
の

も
の
が
悪
い
の
と
、
そ
の
悪
い
原
因

が
、
脳
や
背
髄
等
か
ら
き
て
い
る
も

の
と
が
あ
り
ま
す
o

　
先
天
性
股
関
節
脱
臼
は
、
先
天
的

に
股
関
節
が
は
す
れ
て
い
る
も
の
で

股
が
よ
く
開
か
な
か
っ
た
り
、
片
方

の
足
の
踏
ん
ぱ
る
力
が
弱
い
こ
と
等

で
気
づ
く
こ
と
が
あ
”
ま
す
が
「
大

て
い
は
歩
き
方
が
変
っ
て
お
り
、
こ

の
場
合
す
ぐ
専
門
医
に
診
て
頂
く
こ

と
が
大
切
で
、
阜
く
発
見
し
、
早
く

治
療
を
受
け
れ
ば
な
お
り
も
早
い

わ
け
で
、
放
置
し
て
お
く
と
整
復
が

困
難
で
、
最
後
は
手
術
を
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
又
こ
の
病
気
は
男

児
よ
り
も
女
児
の
方
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
先
天
性
内
反
足

　
こ
の
病
気
は
男
児
に
多
く
、
足
の

外
側
が
下
っ
て
、
足
の
裏
が
土
を
向

い
て
い
る
も
の
で
、
足
の
形
が
変
っ

て
い
ま
す
か
ら
す
ぐ
気
が
づ
き
ま

す
。
原
附
は
胎
内
で
足
が
お
し
つ
け

ら
れ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

同
じ
家
系
に
多
く
起
き
る
こ
と
が
あ

り
、
遺
伝
性
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
早
く
発
見
す
れ
ぱ
三
ヵ
月
位
で

な
お
り
ま
す
。

　
以
上
手
足
の
病
気
に
つ
い
て
二
、

三
の
べ
ま
し
た
が
ど
の
病
凱
も
早

期
発
見
と
早
期
治
療
が
大
切
で
、
赤

ち
ゃ
ん
を
健
康
に
育
て
る
た
め
に
、

少
し
で
も
疑
間
の
点
が
あ
る
と
き

は
、
す
ぐ
専
門
医
に
相
談
し
、
診
察

を
し
て
頂
く
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま

す
．
　
　
　
　
（
社
会
厚
生
課
）

み
ん
な
で
列
車
の

　
全
安
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
次
の
こ
と
を
必
す
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

◎
線
路
や
鉄
橋
を
歩
く
の
は
や
め
ま

し
よ
う
。

◎
線
路
附
近
で
子
供
を
遊
ば
せ
な
b

よ
う
に
　
を
つ
け
ま
レ
よ
う
コ

膿
鑓
雛
遜

く
だ
さ
い
　

◎
列
車
に
物
を
投
ガ
貰
謬
に

物
を
置
か
な
い
よ
ヶ
注
罧
し
ま
し
ょ

う
。

◎
列
車
を
止
め
芯
芯
げ
マ
も
モ
の
損

害
を
支
払
っ
て
い
た
毯
と
に
な

っ
て
い
ま
す
ψ

　
（
日
本
薯
鹸
導
魯
験
長
）


